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22 年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：2023 年 4 ⽉ 10 ⽇ 
● 事 業 名 ：ニラサキサラニ 〜実践型若者プレイヤーズ育成プロジェクト 
● 資⾦分配団体 ：認定特定⾮営利活動法⼈富⼠⼭クラブ 
● 実 ⾏ 団 体  ：特定⾮営利活動法⼈河原部社   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

若者プレイヤーたちがいつ
でもコミュニティにアクセ
スでき、⾃分以外の若者プ
レイヤーとの交流や今後の
活動につながる情報共有の
機会を提供する。 

①若者プレイヤーのコミュ
ニティが⽣まれたかどうか 
②コミュニティへの参加⼈
数 
③若者プレイヤーが情報交
換・交流するための拠点（オ
ンライン/オフライン）が整
備されたかどうか 
④交流拠点の運営収⽀状況 
⑤コミュニティ参加者同⼠
のオンライン/オフラインで
の交流(イベント)回数 

①コミュニティが形成
されている。 
②30 ⼈ 
③オンライン/オフラ
インでの交流拠点があ
る。 
④⿊字化している。 
⑤5 回 
 

①2021/10 
②2024/3 
③2022/1 
④2024/3 
⑤2024/3 

若者プレイヤーのコミュニテ
ィが⽣まれ、コミュニティへの
参加者数も増えている。拠点の
整備も完了し、運営収⽀状況改
善のために有料化を試みる準
備が進められてる。しだいにコ
ミュニティ内から⾃発的にイ
ベントを開催する動きが出始
めている。 
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若者プレイヤーのコミュニ
ティでプロジェクトが⽴ち
上がり、若者プレイヤーが
プロジェクト⽴ち上げのス
キルや経験を得る機会を提
供する。 

①プロジェクト⽴ち上げに
関わるワークショップ・デ
ィスカッションイベントの
実施回数 
②実践されたプロジェクト
の数 
③プロジェクトの種類の多
様性で測定 
④⾃⾛しているプロジェク
トの数 

①3 回 
②4 プロジェクト 
③２つ以上の異なる分
野からプロジェクトが
⽣まれている 
④２プロジェクト 

①2024/3 
②2024/3 
③2024/3 
④2024/3 

コミュニティの参加者の属性
を⾒てみると、実際には既にプ
ロジェクトのオーナまたは案
を暖めている状態の者が多い。
拠点内で参加者⾃らが他の参
加の交流や意⾒交換が巻き起
こり、イベント等の開催により
プロジェクトとして具現化し
始めている。農業、星空観察、
IT、まちづくり等、⾮常にバラ
エティに富んでいる。現在は、
プロジェクトを参加者個⼈で
進めていることが多いため、今
後はプロジェクトが混じり合
うことによる相乗効果を⽣み
出したい。 
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コミュニティの存在や若者
プレイヤーの活動を可視化
し、地域内外の若者に広く
認知されるための活動を実
施。 

①拠点開放⽇の利⽤者数 
②情報公開の回数 

①利⽤者延べ数 20 ⼈/
⽉ 
②⽉ 1 回 

①2024/3 
②2024/3 

拠点開放⽇の利⽤は低調であ
るが、コミュニティ参加者の獲
得への貢献度が⾼いと感じる。
⾃らの情報公開はもちろんの
こと地元の放送局の取材もあ
り、認知度の向上が⾒られる。
先⾏事例より需要の有無は明
確なので、ターゲットを明確に
した活動を進めたい。 
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実⾏団体が持つ、地域社会
や⾏政等のステークホルダ
ーなどの⼈的資源を若者プ
レイヤーとつなげる仕組み
を構築する。同時にステー
クホルダーと直接繋がる機
会を提供する。 

地域のステークホルダーと
若者プレイヤーの交流の回
数と状況 

①年 10 回 ①2024/3 コミュニティ参加者が多様な
プロジェクトに取り組んでい
るため、参加者が⾃ら地域社会
や⾏政等のステークホルダー
とのつながりが深まっている。
実⾏団体と参加者の持つコネ
クションの両⽅を他の参加者
にも適⽤していきたい。 
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＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. (任意）活動に関する報告 
 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している þその他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：施設へ掲⽰している 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
• https://note.com/kawarabe/m/m1d76e81407f3 
• https://www.instagram.com/workspace_tum/ 
• YBSワイドニュース（2023 年 3 ⽉ 8⽇（⽔)18:30） 
• https://nirasaki.fun/tum_open 

2.広報制作物等 
3.報告書等 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
• https://note.com/mizukihonda/n/na5b1bb75919e 
• https://note.com/mizukihonda/n/n00014ed4ec9d 
• https://note.com/mizukihonda/n/n81cad4bf9e45 

 
 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：コンプライアンス相談窓⼝への内部通報がなかったため 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 
 


